
古
文 

品
詞
分
解 

（
動
詞
・
助
動
詞
） 

「
伊
勢
物
語 

〜 

東
下
り
〜 

」 

問
題
② 

  

①

行
き
行
き
て
、
駿
河
の
国
に
②

至
り
ア

ぬ
。
宇
津
の
山
に
③

至
り
て
、
わ
が
④

入
ら
イ

む
と
⑤

す
る
道
は
い
と 

 

暗
う
細
き
に
、
蔦
・
楓
は
⑥

茂
り
、
も
の
心
細
く
、
す
ず
ろ
な
る
め
を
⑦

見
る
こ
と
と
⑧

思
ふ
に
、 

 

修
行
者
⑨

会
ひ
ウ

た
り
。「
か
か
る
道
は
、
い
か
で
か
⑩

い
ま
す
る
。
」
と
⑪

言
ふ
を
⑫

見
れ
ば
、
⑬

見
エ

し
人
オ

な
り 

 

カ

け
り
。
京
に
、
そ
の
人
の
御
も
と
に
と
て
、
文
⑭

書
き
て
⑮

つ
く
。 

  
 

駿
河
キ

な
る
宇
津
の
山
べ
の
う
つ
つ
に
も
夢
に
も
人
に
⑯

あ
は
ク

ぬ
ケ

な
り
コ

け
り 

 

富
士
の
山
を
⑰

見
れ
ば
、
五
月
の
つ
ご
も
り
に
、
雪
い
と
白
う
⑱

降
れ
サ

り
。 

  
 

時
⑲

知
ら
シ

ぬ
山
は
富
士
の
嶺
い
つ
と
て
か
鹿
の
子
ま
だ
ら
に
雪
の
⑳

降
る
ス

ら
む 

  

そ
の
山
は
、
こ
こ
に
㉑

た
と
へ
ば
、
比
叡
の
山
を
二
十
ば
か
り
㉒

重
ね
上
げ
セ

た
ら
ソ

む
ほ
ど
し
て
、
な
り
は 

 

塩
尻
の
タ

や
う
に
な
む
㉓

あ
り
チ

け
る
。 

  

な
ほ
㉔

行
き
行
き
て
、
武
蔵
の
国
と
下
総
の
国
と
の
中
に
、
い
と
大
き
な
る
河
㉕

あ
り
。
そ
れ
を
す
み
だ
河
と 

 

㉖

い
ふ
。
そ
の
河
の
ほ
と
り
に
㉗

群
れ
ゐ
て
、
㉘

思
ひ
や
れ
ば
、
限
り
な
く
遠
く
も
㉙

来
ツ

に
テ

け
る
か
な
と 

 

㉚

わ
び
あ
へ
ト

る
に
、
渡
し
守
、
「
は
や
舟
に
㉛

乗
れ
。
日
も
㉜

暮
れ
ナ

ぬ
。
」
と
㉝

言
ふ
に
、
㉞

乗
り
て
㉟

渡
ら
ニ

む 

 

と
㊱

す
る
に
、
み
な
人
も
の
わ
び
し
く
て
、
京
に
㊲

思
ふ
人
な
き
ヌ

に
し
も
㊳

あ
ら
ネ

ず
。
さ
る
折
し
も
、
白
き
鳥 

 

の
、
嘴
と
脚
と
赤
き
、
鴫
の
大
き
さ
ノ

な
る
、
水
の
上
に
㊴

遊
び
つ
つ
魚
を
㊵

食
ふ
。
京
に
は
㊶

見
え
ハ

ぬ
鳥 

 

ヒ

な
れ
ば
、
み
な
人
㊷

見
知
ら
フ

ず
。
渡
し
守
に
㊸

問
ひ
ヘ

け
れ
ば
、「
こ
れ
な
む
都
鳥
。
」
と
㊹

言
ふ
を
㊺

聞
き
て
、 

  
 

名
に
し
㊻

負
は
ば
い
ざ
㊼

こ
と
問
は
ホ

む
都
鳥
わ
が
㊽

思
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と 

 

と
㊾

詠
め
マ

り
ミ

け
れ
ば
、
舟
こ
ぞ
り
て
㊿

泣
き
ム

に
メ

け
り
。 
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。
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え
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な
れ
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、
み
な
人
㊷

見
知
ら
フ
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。
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し
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に
㊸
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ひ
ヘ

け
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ば
、「
こ
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な
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都
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」
と
㊹
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ふ
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は
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都
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が
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断
定 

意
志 

ハ
四
○体 

ハ
四
○体 

マ
上
一
○体 

ラ
四
○未 

ラ
四
○命 

打
消 

過
去 

断
定 

打
消 

意
志 

カ
下
二
○終 

断
定 

存
続 

カ
変
○用 

完
了 

カ
四
○用 

ハ
四
○用 

婉
曲 

存
在 

詠
嘆 

比
況 

強
意 

過
去 
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了 

ラ
四
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ラ
四
○用 

ハ
四
○用 

ラ
下
二
○用 

サ
変
○体 
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上
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ラ
変
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マ
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一
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ハ
下
二
○用 

存
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現
在
推
量 

完
了 

サ
変
○体 

マ
上
一
○已 

詠
嘆 

ハ
四
○未 

完
了 

ラ
四
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ラ
四
○用 

サ
変
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ハ
四
○体 
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四
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ハ
四
○体 

ラ
変
○未 

打
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断
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四
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ハ
四
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ヤ
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二
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打
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断
定 

ラ
四
○未 

打
消 

過
去 

ハ
四
○体 

カ
四
○用 

ハ
四
○未 

ハ
四
○未 

意
志 

ハ
四
○体 

マ
四
○已 

完
了 

過
去 

カ
四
○未 

完
了 

過
去 


